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図1培 警 時 間 に伴 な うコ ロ ニ ー数 の増 加
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上記の推測によれば、図2の ような結果が期待される。 しか し、得 られた結果は、計数
初期では出現コロニー数は或る一定の値の回りで変動 し、その後は徐々に減少するという










































































図3単 位 時間 あたりに出現 するコロニー
数の変動。 破線:単 位時聞あたりに出




























ロニーが平板上に出現 して くる過程を観察 した結果、数段の階段状のコロニー形成(CF)曲
線力碍 られた(図5)。 この結果は畑土壌の団粒内部 ・外部、及び採取時期の異なる水田
土壌にも共通して観察された。
図5の 数段のCF曲 線は、それぞれ増殖速度の異なる細菌群の存在を反映 しているので
はないかと考え、次の実験を行 った。すなわ ち、畑土壌 ・水田土壌の各々についてCF曲
線の各階段に対応するコロニーか ら細菌を百数十株ずつ単離 し、その純粋培養を行 った。
こうして得 られた細菌を平板上に接種 ・培養 してそのコロニー出現過程を追跡 し、単離菌


















































培 養 時 間(臼)





































培 萎 時 間 及 び し∫(日)
図6 .土 壌 中 の 細 葭 の コ ロニ 哺
形 成 曲 線 と単 離 菌 株 の しの 関 係











































平 均 世 代 時 間`hτ}
図7平均世代時間とtrの相関図
扱いにとどまった。本章ではFisherのメ指標に加えて、第1章 で導いたFORモ デルを基








































塙 糠 時 間
図8.培 養時間 に伴 うz】値の変動
B1(romonassp.)S3(火田土 壌)
(n-1)V






















図1・ ・.嶺 の イ棚 図
:水田 土 壌 の 例




見出された。また、そのために ノ指標には極弱 直が存在 したものと考えられる。更に、
Fisherの購 旨標は、培養時聞の影響を受けないN。に対 しては有効な手法であることが示さ
れた。
土壌試料の場合、並列平板間のN.。は激しく変動 し、N。が著 しく小さな平板の中には、 λ
やtrの推定値が他の平板 と比較 して異常に大 きな平板や、CF曲 線がFORモ デルから系
統だって離反 している平板が観察された。前者に対応する平板では培養中期(12日 目)





土壌のように多様な細菌種を含む試料の平板計数値は一般 に変動力轍 しい。これ らの変
動する計数値の中で明らかに異常と認定される基準として、本研究より次の2点をあげる










λやtrの平板間変動 と、②スプレッダの出現によるFORモ デルか らの逸脱、あるいは
λ・trの異常値の問題があることを解明 した。
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ニーの出現の定量的追跡を行ない,その出現がランダムでボア ッソン則に したがっている こと
を,明 らかに している点である。このことから,全培養時間を対象 としたコロニー形成のマクロ
的定式化を行っている。すなわち,コ ロニー数の増大は遅滞時間tr後に開始される一次反応 とし











が見出され,こ れを指針に異常性を論 じうることを示 した。
以上の成果は,土 壌細菌の平板計数法の基礎確立への重要な貢献であり,農学博士の称号を授
与するに価するものと考える。
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